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いよいよ節目を迎えます 
 

年度の途中に新しい時代を迎え、平成３１年度から令和元年度に移り 

変わった今年度も最後の月を迎えました。 

晴れやかな気持ちで新しい年度をと思っていましたが、今、新型コロ 

ナウィルスが、日本や中国にかかわらず世界中に危機をもたらしています。今後もし

っかりと様々な角度から動向を注視し、緊急の対応ができるように、進めていきます。 

さて、３月は「弥生（やよい）」とも言いますが、草木が生い茂る季節と言うこと

からきているようです。ただし、なぜか３月には「花月」（かげつ）、「桜月」（さ

くらづき）、「蚕月」（さんげつ）、「桃月」（とうげつ）、「花見月」（はなみづ

き）、「夢見月」（ゆめみづき）など様々な呼称が数多くあります。それだけ、人々

にとっていろいろな思いが生まれる季節なのでしょう。 

その中でも「夢見月」（ゆめみづき）。 

この言葉のとおり、この３月が浅江小の子どもたちにとって、４月から始まる新し

い学校や学年に夢を描くことができる、そんな時間になるように一生懸命に取り組ん

でまいります。 

また、先月２月１４日（金）に「歴代校長・PTA 会長の会」を開催しました。 

４年生の２分の１成人式や各学年の授業を参観していただき、４年生一人ひとりが

凜とした姿で堂々と自分の夢を語る様子、どの学年の教室も落ち着いた雰囲気で学び

に向かっている様子に心から感動しておられました。そして、今も昔も変わらない浅

江っ子のよさ、さらには今の子どもたちの頑張っている姿に心を打たれ、「元気を与

えてもらえた。」と大変喜んでおられました。私たちも、諸先輩方が、子どもたち一

人ひとりに温かい心で寄り添い、子どもたちの命を守ろうと必死に取り組んでこられ

たことなど、改めてその思いに触れることができました。また、長きにわたって保護

者の皆様や地域の方々との強く太いつながりの中で歩んできた、浅江小教育の歴史の

深さも痛感しました。 

 どうかこれからも引き続き、浅江の子どもたちのために、浅江小学校のために、ご

支援ご協力くださいますよう、よろしくお願いいたします。                                                          


